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NO5 近代産業の育成・貨幣金融制度の整備	
  
殖産興業	
 

大久保利通政権下の経済・財政政策と豪農層の成長・豪農民権の盛り上がりを一つの流れ

で確認する。大久保政権の基本的姿勢は、国づくりの基礎を豪農にすえ政府の強力な指導

と保護のもとで、彼らの経済活力を増進させることによって国家の

自主独立（ 富国強兵	
 ）を確立させようとするもので、そのための

政府機関として（	
 殖産興業	
 ）・地方行政・警察行政を一手に扱う

（	
 内務省	
 ）を設置し、自らその長官に就任して民間企業の奨励・

育成へと入っていきます。	
 

	
 

①	
 工部省	
 …1870 年に新設された殖産興業を担当する中央官庁。

鉱山、製鉄、造船、鉄道、機械製作などを管轄。官営工業の中心。工業技術教育のための

1874 年工部校→工部大学校→1886 東京大学に吸収され工学部の前身となった。初代工部
卿→	
 伊藤博文	
 が取り仕切る。 
②	
 内務省	
 	
 

内務省は 1873年設置。勧業、警察、土木が仕事であり、近代産業育成のためのインフラ整
備に当たる。欧米の視察をおこなって産業の遅れを痛感した 大久保利通 は、自らが内務

卿になって殖産興業に力を入れる。1877 年に開催された第１回（ 内国勧業博覧会  ）は
よく出る。（ 臥雲辰致 ）が発明した（ ガラ紡  ）がこの博覧会で最高賞を与えられた。 
 
＊お雇い外国人の指導 
御雇い外国人はのべ 3000人。工部省だけで 580人。 
・造幣寮で貨幣を造ったキンダーの月給は 1045円。米１石は３円なので、現在の米価換算
なら 1700 万円となる。年収２億でプロ野球選手並。富岡製糸工場長のブリューナは 600
円。岩倉が 600円、大久保が 500円、一等工女は１円 75銭。工部省の経費 227万円の３
分の１は御雇い外国人の俸給だった 
③	
 富岡製糸場	
  
1872年、	
 群馬県	
 富岡に開設された官営模範工場。 
 フランス 人技師（ブリューナ）とフランス式器

械にもとづくもので、器械製糸業の普及に貢献し、

1893年、三井に払い下げられた。 
④  屯田兵   

明治期に北海道の開拓と警備にあたった農兵。当初は、 士族授産 の目的もあり、移住者

総数は約４万人に及んだ。また、北海道開拓使の顧問となって尽力した（ ケプロン  ）【元
アメリカ合衆国農務局長】が出る。札幌農学校の設立にも関わった。札幌農学校→（ クラ

ーク  ）だけではダメ。 
⑤鉄道敷設  
1872年に（ 新橋  ）（ 横浜  ）間が開通。指導したのはイギリス人の（ モレル  ）である
ことが出た。1874年には（ 大阪  ）（ 神戸  ）間が開通。東西の開港場と大都市が結びつ
いた。	
 	
 1889年に営業キロ数で（ 民営  ）が（ 官営  ）を上回った
こと、日清戦争後、（ 青森  ）・（	
 下関  ）間が開通した。 
⑥郵便制度	
 

1871 年（	
 前島密	
 ）の建議で発足。飛脚制度を改めて、官営事業とし

て郵便の全国均一料金制を実現した。	
 

⑦電信	
 

電信は、1869 年に（	
 東京	
 ）（	
 横浜	
 ）間、1871 年には（	
 長崎	
 ）（	
 上海	
 ）間が海底電

線で通じた。	
 

⑧海運	
 

海運は軍事輸送（西南戦争や台湾出兵）と関連しながら、土佐藩出

身の（ 岩崎弥太郎 ）の経営する（ 郵便汽船三菱会社 ）に保護

が与えられた。	
 

	
 

貨幣・金融制度の整備	
 

①金本位制…その国の紙幣通貨量を金との互換性によって保証するものである。それ故に

通貨の信用度はきわめて高いが、同時に通貨発行量が国家の保有する 金の量 によって決

められてしまう。金本位制をとる国家間の貿易では、	
 

輸出競争力のない	
 国の金が、強い国へと流入してい

くことになり、結果として国内の通貨供給量がどん

どん収縮していく。	
 

⒜正貨準備：中央銀行がその発行紙幣の兌換のため

に保有する金（銀本位制の場合は銀）のことを正貨

準備という。	
 

⒝兌換：兌換とは 正貨 （金本位制の場合は金銀本位制の場合は銀） と引き換える とい

う意味。正貨との交換が可能な紙幣のことを	
 兌換紙幣	
 といい、兌換義務を負わない紙

幣のことを不換紙幣という。	
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②1871	
 新貨条例	
 …	
 円・銭・厘	
 の十進法で硬貨発行 

	
 	
 ➡ 金本位制 の採用（現実は金銀複本位制） 

➲金本位制って「背伸び」だね。欧米の金本位制をまねたもの。鹿鳴館時代と同じ猿真

似ね。国内で流通している貨幣は大半が銀だ。	
 

十進法の貨幣制度は大隈重信が建議、大隈は、銀貨を本位貨幣とし、金貨を補助貨幣とする金

銀複本位制を考えていたが、アメリカに出張中の大蔵少輔兼民部少輔【 伊藤博文 】から「現

在、世界の趨勢は金本位制に向かいつつあり」と大蔵卿（伊達宗城）に対し建言があり、

金本位制が採用された。しかし、実際は金本位制は建前であり、実際は金銀複本位制であ

った。	
 

③1872	
 国立銀行条例	
 ➡	
 アメリカ	
 のナショナルバンク模倣 

◌ 渋沢栄一 が制定の中心 

◌ 第一国立銀行 など民間の国立銀行が 4行設立。 

	
 国から兌換紙幣の発行を義務づけられた民間銀行	
 の意味。 

そこには、民間の経済力を活用する方策をとることで兌換制度の確立と近代的銀行制度の

導入を目指すという意図があった。しかし、国立銀行券は

信用の確保に失敗して兌換請求が相次いだため、この政策

も兌換制度を直ちに確立することには失敗した。（国立銀行

は 4行のみ） 

④国立銀行条例の改正  

･･･設立条件の緩和（国立銀行券の兌換義務廃止など）に

より国立銀行急増、 153 行に及んだ。不換紙幣を発行➡

インフレが進行、1879 年設立打ち切りとなった。また 1876

年からは国立銀行とは異なる私立銀行も設立できるように

なった。	
 最初の私立銀行が 三井銀行 であった。	
 

	
 

過去問研究  貨幣・金融制度の整備	
 慶應（文）2015 
	
 1871 年、明治政府は（	
 K新貨条例	
 ）を制定し、円・銭・厘を単位とする単一の系列の

貨幣制度へと移行した。従来の一両は１円とされ、またそれぞれの単位の関係は（	
 L100	
 ）

銭＝１円、10 厘＝１銭であった。この頃、財政難から太政官札・民部省札などの（	
 M不換	
 ）

紙幣が乱発され、通貨の安定が損なわれていたので、1872 年、アメリカの制度にならって

（	
 N 国立銀行条例	
 ）を定め、(	
 O	
 兌換)銀行券の発行を促そうとした。しかし、発券銀

行の経営難から 1876 年に（	
 O 兌換	
 ）義務を取り除いたため、銀行券が（	
 M 不換）紙幣

化し、さらに翌年起こった西南戦争の戦費調達のため、（	
 M不換	
 ）紙幣が増発されたこと

から、激しいインフレーションが起きてしまった。	
 

問	
 空欄に適切な語句を記せ。	
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（1879）琉球処分→沖縄県設置（軍隊・警察により強行）→琉球王国滅亡→内国植民地化	
 

	
 	
 	
 	
 《前提》	
 （1429）琉球王国〈	
 尚巴志 〉中山・北山・南山	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1609）琉球出兵…	
 島津家久	
 （薩摩）による征服〈 尚寧 〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「 日中両属 」（明・清に朝貢⇔薩摩支配）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊慶賀使・謝恩使→江戸幕府	
 

	
 	
 	
 ＊清の抗議	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （将軍交替）（国王交替）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1872）琉球藩設置→国王 尚泰 （藩王→華族の一員）	
 

	
 

（1881）	
 国会開設の勅諭	
 ⇔大隈重信罷免《	
 明治十四年政変	
 》	
 

	
 	
 ＊松方正義のデフレ政策	
 インフレ→貨幣量○多→貨幣価値○下→物価○上→消費者○苦	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 デフレ→貨幣量○少→貨幣価値○上→物価○下→農民等生産者○苦	
 

	
 	
 〈前提〉大隈財政の破綻	
 

	
 	
 	
 ・西南戦争の戦費	
 

	
 	
 	
 ・国立銀行の発券	
 不換紙幣乱発→インフレーション→歳入実質的減少→財政難	
 

	
 	
 	
 ・近代化の諸経費	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ‖	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈大半は定額地租〉	
 

	
 	
 〈松方財政〉	
 

	
 	
 	
 ＊農民を犠牲にして財政を再建し、資本主義の基礎を作った政策	
 

	
 	
 ・増税（酒税 etc）→不換紙幣整理→デフレーション→歳入実質的増加→財政再建	
 

	
 	
 ・緊縮財政	
 	
 	
 	
 	
 正貨蓄積→（82）日本銀行→（85）銀兌換銀行券	
 

	
 	
 ・官業払下げ	
 	
 	
 	
 →（86）兌換開始→銀本位制	
 

	
 	
 	
 （80）工場払下げ概則→開始	
 

	
 	
 	
 （84）工場払下げ概則→本格化	
 

	
 	
 	
 	
 〈政商（三井・三菱 etc）へ払下げ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 →財閥へ発展	
 

銅山は何か？を整理しておくこと	
 

	
 

	
 

松方財政は頭で理解し説明できるようにする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

《自由民権運動》まとめ	
 

（1873）征韓論→征韓派下野〈 明治六年 政変〉下野したメンバーチェック！	
 

（1874）愛国公党→ 民撰議院設立建白書 （板垣・後藤・副島・江藤ら８名）→ 左院 	
 

	
 	
 	
  立志社 （土佐）板垣退助・片岡健吉	
 

（1875）	
 愛国社	
 （政社の連合体・立志社中心）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 大阪	
 会議	
 	
 	
 	
 	
 →	
 漸次立憲政体樹立	
 の詔	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （大久保⇔板垣・木戸）	
 	
 元老院・大審院・地方官会議	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 参議に復帰	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 新聞紙条例・讒謗律で弾圧	
 

（1877）西南戦争→✖ ︎西郷隆盛⇒武力反抗終結（言論中心） 
	
 	
 	
 	
 運動の高揚	
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 立志社建白（片岡健吉ら）	
 →天皇	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国会開設・地租軽減	
 

（1878）	
 	
 	
 	
 	
 地方三新法制定（ 郡区町村編制	
 法・ 府県会 規則・地方税規則）	
 

	
 	
 	
 	
 愛国社再興大会→豪農・豪商参加	
 	
 	
 	
 ✖ ︎大久保暗殺される（ 紀尾井坂 の変）	
 

（1879）府県会開設	
 

（1880） 国会期成同盟 →全国的な国会開設請願	
 ＊署名	
 

	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 私擬憲法作成	
 	
 	
 	
 	
 集会条例	
 

（1881）北海道開拓使官有物払下げ事件（ 黒田清隆 ）→関西貿易社（ 五代友厚 ）	
 

↓	
 

＊政府攻撃集中	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 参議 大隈重信 罷免（肥前一掃→薩長政権）（ムチ）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈 明治十四年 政変〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国会開設	
 の勅諭	
 （アメ）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （10 年後の国会開設）を約束する	
 

	
 	
 	
 	
 自由党（板垣退助）	
 	
 ＊フランス流急進主義・一院制	
 

（1882）立憲改進党（大隈重信）＊イギリス流漸進主義・二院制	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 板垣・後藤外遊（伊藤・井上のすすめ・三井資本）	
 

	
 	
 	
 	
 立憲帝政党（福地源一郎）	
 	
 ＊御用政党→翌年解党	
 

	
 	
 	
 	
 激化事件〈背景〉松方財政（デフレ政策）による農村不況（1881〜84）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・紙幣整理→物価暴落（米・繭）→農民窮乏	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・自作農没落→地主の土地集積→寄生地主制	
 

	
 	
 	
 	
 福島事件…県令三島通庸の圧政	
 	
 	
 	
 県会議長河野広中	
 

（1884）加波山事件（爆裂弾←手製爆弾）	
 

	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 自由党解党（弾圧を回避）	
 

	
 	
 	
 	
 秩父事件…秩父困民党（田代栄助ら）の武装蜂起	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 軍隊による鎮圧	
 

（1885）大阪事件…大井憲太郎・影山英子ら→甲申事変	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊『妾の半生涯』	
 

（1886）大同団結運動（〜89）＊星亨→後藤象二郎	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 言論・集会の自由	
 

（1887）三大事件建白運動（片岡健吉ら）	
 	
 地租軽減	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 外交失策回復→井上外交	
 

	
 	
 反対→谷干城・ボアソナード、政教社、民友社などの国権論者	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 保安条例（民権派 570 名、皇居から三里、三年追放）内務大臣山県有朋	
 

（1889）	
 	
 	
 後藤入閣→大同団結運動分裂	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・欽定憲法	
 

	
 	
 	
 大日本帝国憲法	
 ・天皇主権・天皇神格化	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・強大な天皇大権（統帥権 etc）	
 

	
 

57 大日本帝国憲法	
 早稲田（教育）2009 
	
 1881 年の国会開設の勅諭が出された翌年、伊藤博文はヨーロッパに留学してプロイセン

の憲法を学び、帰国後ロエスレルを顧問として、【	
 1	
 】・【	
 2	
 】・【	
 3	
 】とともに憲法草案

の起草に着手した。草案は 1888 年に設置された【	
 A	
 】で審議され、成案を得て、1889 年

２月 11 日、欽定憲法として大日本帝国憲法が発布された。	
 

	
 帝国憲法において、天皇は国家の元首であり、統治権を総覧するものとされた。ただし、

それは【	
 4	
 】にもとづかなければならないこととなった（第四条）。また、天皇は帝国議

会の協賛をもって立法権を行使し（第五条）、【	
 5	
 】の補弼をもって行政権を行使し（第五

十五条）、司法権は裁判所が天皇の名をもっておこなうこととされた。	
 

	
 さらに、天皇が議会の協賛なしに執行できる広汎な大権事項が規定された。すなわち、

法律の裁可・公布・執行（第六条）、帝国議会の召集・開会・閉会・停会と衆議院の解散（第

七条）、a緊急勅令の発布（第八条）、陸海軍の【	
 B	
 】（第十一条）、宣戦・講和や条約の締

結（第十三条）b戒厳の宣告（第十四条）などが、天皇の専権事項とされたのである。	
 

	
 帝国議会はほぼ対等の権限をもつ衆議院と貴族院からなり、衆議院の立法権の行使は、c

皇族・華族および勅任議員からなる貴族院によって制約された。	
 

	
 

問１	
 空欄【	
 A	
 】【	
 B	
 】に該当する語を漢字で記入せよ。	
 

A→枢密院	
 B→統帥権	
 

問２	
 空欄【	
 1	
 】【	
 2	
 】【	
 3	
 】に該当する人物３人を選べ。	
 

１→伊東巳代治・井上毅・金子堅太郎	
 

問３	
 空欄【	
 4	
 】に該当するものはどれか。	
 

ア	
 議会の承認	
 イ	
 議会の協賛	
 ウ	
 内閣の承認	
 エ	
 内閣の補弼	
 オ	
 憲法の条規	
 

４→オ、憲法の条規	
 

問４	
 空欄【	
 5	
 】に該当するものはどれか。	
 

	
 ア	
 総理大臣	
 	
 イ	
 内閣	
 	
 ウ	
 元老	
 	
 エ	
 国務各大臣	
 	
 オ	
 内大臣	
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５→国務各大臣	
 

問５	
 下線部 a の緊急勅令が発布されたのは、次のうちどの場合か。（まだやっていないが）	
 

	
 ア	
 1910 年の大逆事件	
 	
 イ	
 1927 年の金融恐慌時の若槻内閣による台湾銀行の救済	
 

	
 ウ	
 1928 年の治安維持法改正	
 エ	
 1930 年の金輸出解禁	
 	
 オ	
 1939 年の国民徴用令	
 

	
 

（1890＝明治 23）第一回帝国議会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 貴族院→皇族・華族・勅任議員（勅選議員＋多額納税者議員）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 衆議院→直接国税 15 円以上・25 歳以上・男子（人口の 1.1％）	
 

	
 

	
 

《内閣成立以後の明治史》＊まとめ	
 

〈内閣〉	
 

（1885）伊藤博文（1885）	
 太政官制廃止→内閣制度	
 	
 ＊宮中・府中の別	
 

	
 	
 	
 	
 	
 長州	
 （1888）	
 枢密院（天皇の諮問機関）→憲法草案審議	
 伊藤博文	
 

（1888）黒田清隆（1889）大日本帝国憲法（2/11）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 衆議院議員選挙法（15 円・25 歳・男子→1.1％・45 万人）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 “超然演説”→超然主義	
 →政府は政党の動向に関わりなく	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 政策実現、政党内閣否認	
 

（1889）山県有朋（1890）	
 第一回帝国議会	
 

	
 	
 	
 	
 陸軍長州閥	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ☆（90〜94）初期議会〈第一議会〜第六議会〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 政府→“主権線・利益線”の確保→日清戦争準備の軍拡	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （国境）（朝鮮）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 民党	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 吏党	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ‖	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈自由党・改進党〉＊過半数→予算審議権を武器	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 “経費削減・民力休養”（政費削減・地租軽減）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ‖	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （軍事費 etc 削減）（地租軽減）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 立憲自由党土佐派の裏切り→予算成立	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 立志社植木枝盛など 29 名	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊中江兆民辞職	
 “衆議院は無血虫の陳列場なり”	
 

（1891）松方正義	
 第二議会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 薩摩	
 	
 （1891）	
 海相 樺山資紀 の“蛮勇演説”	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 初の衆議院解散	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1892）内相 品川弥二郎 →選挙大干渉（しかし民党勝利）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第三議会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ←（92）選挙大干渉責任追及	
 

（1892）伊藤Ⅱ	
 第四議会	
 伊藤の議会無視	
 

	
 	
 	
 〈元勲内閣〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1893）建艦詔勅→自由党と妥協	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第五議会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 自由党→準与党化	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 立憲改進党→対外硬派連合→“現行条約励行”を主張	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第六議会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1894） 日英通商航海 条約→	
 	
 	
 ・領事裁判権撤廃	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈外相陸奥宗光〉	
 	
 ・関税自主権一部回復	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 	
 	
 	
 	
 ・最恵国待遇相互化	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊（99）発効	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ✖	
 ︎甲午農民戦争	
 〈東学信徒を中心とした朝鮮農民の反乱〉	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 日清戦争（朝鮮をめぐる日清の戦争）→政党と藩閥政府の提携	
 

日清戦争 早稲田（商）2013  誤文２つマークせよ！ 

	
 １．戦局は日本側の圧倒的優勢のうちに進んだ。	
 

	
 ２．日本軍は威海衛を占領するため、遼東半島を放棄した。	
 

	
 ３．清国の北洋艦隊は黄海海戦で撃破された。	
 

	
 ４．議会は戦争関係の予算をすべて承認した。	
 

	
 ５．日清戦争の戦費は当時の国家歳入の４倍に達した。	
 

誤文→２・５	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1895）	
 下関条約→	
 ・清は朝鮮の宗主権否定（朝鮮の独立を認めさせる）	
 

支
持	
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 ・ 遼東 半島・ 台湾 ・澎湖諸島割譲	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・賠償金２億両 etc	
 

下関条約 早稲田（商）2013  誤文２つマークせよ！  

	
 １．清国朝鮮に駐留スルノ兵を撤シ、日本国朝鮮ニ在リテ使館ヲ護衛スルノ兵辨ヲ撤ス	
 

	
 ２．清国ハ朝鮮国ノ完全無欠ナル独立自主ノ国タルコトヲ確認ス	
 

	
 ３．清国ハ軍費賠償金トシテ庫平銀二億両ヲ日本国ニ支払フヘキコトヲ約ス	
 

	
 ４．清国ハ澎湖諸島ヲ永遠ニ日本国ニ割輿ス	
 

	
 ５．将来朝鮮国若シ変乱重大ノ事件アリテ日中両国ハ一国兵ヲ派スルヲ要スルトキハ応	
 

	
 	
 	
 ニ先ツ互ニ行文知照スヘシ。	
 

誤文→１・５	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊台湾植民地化→台湾総督府（ 樺山資紀 ）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 三国干渉（露仏独）→遼東半島返還“臥薪嘗胆”＝3000 万両と交換	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1896）自由党と提携（内相 板垣退助 ）	
 

（1896）	
 松方Ⅱ	
 	
 	
 進歩党と提携（外相 大隈重信 ）	
 

	
 	
 	
 	
 〈松隈内閣〉（立憲改進党）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 為替レート	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1897）金本位制←日清戦争の賠償金	
 ＊100 円＝金 75g＝約 50 ドル	
 

（1898）伊藤Ⅲ	
 	
 ←（98）	
 地租増徴案否決	
 

（1898）大隈重信＊初の政党内閣（内相板垣）＝ 憲政党 （自由党＋進歩党）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ‖	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 板垣＋大隈	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 衆議院の多数党を基礎とする内閣→多数党の党首を首相とする	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 →大臣の大半は多数党の政党員	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  憲政党 （自由党系）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ←（98）憲政党分裂	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  憲政本党	
 （進歩党系）	
 

大隈重信内閣	
 早稲田（商）2014	
 誤文を２つマークせよ	
 

	
 １．自由党と進歩党の合同によって結成された憲政党を基礎とした。	
 

	
 ２．	
 

（1898）山県Ⅱ（1898）地租増徴案可決（3.3％↑）憲政党の支持	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1899） 文官任用令改正 →政党の官界進出防止（政党員が官僚✖ ︎）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1900） 治安警察法 制定→社会運動の弾圧（労働運動など）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  衆議院選挙法 改正（10 円↓・25 歳・男子→2.2％・98 万人）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 軍部大臣現役武官制	
 →組閣に軍の同意・軍による合法的倒閣可能 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 立憲政友会（伊藤）←憲政党吸収←“鳴呼自由党死す”〈幸徳秋水〉	
 

山県有朋内閣 早稲田（商）2014	
 誤文を２つマークせよ	
 
	
 １．軍に政党の影響が及ぶのを防ぐため軍部大臣現役武官制を定めた。	
 

	
 ２．政党員の官吏任用を制限するため、文官分限令を制定した。	
 

	
 ３．衆議院選挙法を改正して、選挙権の納税資格を引き下げた。	
 

	
 ４．義和団事件に対して、欧米列強とともに軍隊を派遣した。	
 

	
 ５．憲政党の反対をおさえて地租増徴案を成立させた。	
 

誤文→２・５。文官分限令でなく文官任用令、憲政党の支持で成立させた。	
 

	
 

（1900）伊藤Ⅳ（1901） 社会民主党 （初の社会主義政党）→禁止	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  幸徳秋水・片山潜・安部磯雄（早稲田野球部創建→早慶戦開始） 

           ←（01） 貴族院と対立 
（1901）桂太郎	
 ＊元老＝	
 天皇の最高顧問、超憲法的・非制度的存在	
 

	
 	
 	
 〈陸軍長州閥〉	
 	
 	
 首相推薦、重要国策決定	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 伊藤博文・山県有朋・黒田清隆・松方正義・井上馨	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 西郷従道・大山巌＋桂太郎・西園寺公望	
 

＊	
 桂園時代→桂太郎	
 	
 （←山県）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 “政権のたらい回し”＊非立憲的	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 西園寺公望（←伊藤）	
 

（1904）	
 日露戦争＝韓国・満州をめぐる日露の帝国主義戦争	
 

	
 	
 〈背景〉韓国・満州をめぐる日露の対立	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 列強の中国分割←日清戦争の敗北	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 

	
 （1899〜1900）✖ ︎	
 義和団	
 事件（中国民衆の抵抗）“扶清滅洋”	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 

	
 （1900）✖ ︎ 北清事変 〈山県Ⅱ〉→８カ国連合国（欧米・日本）による鎮圧	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↓	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊最大兵力→“極東の憲兵”	
 

	
 （1901） 北京議定書 →列国の北京駐在権→支那駐屯軍	
 

	
 	
 	
 	
 	
 （辛丑和約）賠償金 4億 5000 万	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊（37）盧溝橋事件→日中戦争	
 

	
 	
 	
 	
 ＊以後もロシアの満州駐留→日露対立	
 

義和団事件 早稲田（商）2010  誤文２つマークせよ！  



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Pain is inevitable Suffering is optional	
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１．	
 列強の中国進出に反対した遼東半島の民衆が、扶清滅洋を叫んで蜂起した事件である。	
 

２．	
 清朝政府独力では乱を鎮圧できなかったので、列国に鎮圧を依頼した。	
 

３．	
 日本人を含む外国人も殺害され、英・米・日・露など８カ国連合軍が出兵した。	
 

４．	
 乱の鎮定後、列国は北京議定書を調印して守備兵が北京に駐留することを認めさせ

た。◯	
 

５．	
 この事件後も、ロシアは満州占領を継続し、日露戦争の遠因となった。◯	
 

誤文→	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 

	
 	
 	
 	
 《政府》 日露協商 論（伊藤・井上）→“満韓交換”（戦争回避）	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  日英同盟 論（山県・桂・小村）	
 

	
 （1902） 日英同盟協約 →（05）二次	
 	
 	
 →（11）三次	
 

	
 	
 	
 	
 	
 （対露軍事同盟）	
 ＊インドまで拡大	
 ＊米は適用外	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 英独対立	
 日露戦争後の満州支配をめぐる日米対立	
 

	
 	
 	
 	
 《民間》・主戦論→七博士意見書（戸水寛人ら）・対露同志会（近衛篤麿・頭山満）	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・非戦論→社会主義者→ 幸徳秋水・堺利彦（平民社）帝国主義戦争反対	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 キリスト教徒→内村鑑三	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 文学者→与謝野晶子「君死にたまふことなかれ」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 “旅順口包囲軍の中にある弟を歎きて”『 明星 』が出典	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 大塚楠緒子「お百度詣で」『太陽』	
 

	
 （1904）	
 日露開戦 	
 ＊戦費 17 億円（うち外債７億円・内債６億円）	
 

 

日露戦争の戦費 早稲田（商）2013  正文２つ選択せよ！  

	
 １．織物消費税	
 

	
 ２．砂糖消費税	
 

	
 ３．営業税	
 

	
 ４．通行税	
 

	
 ５．所得税	
 

正解→１・４。テキスト 16 参照せよ！	
 

	
 

	
 	
 	
 日本→国力限界	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 米大統領 セオドア＝ローズウェルト の調停	
 

	
 	
 	
 ロシア→ロシア第一革命	
 

	
 （1905）	
 ポーツマス条約→・日本の韓国指導権	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・ 旅順 ・ 大連 （関東州）租借権	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・ 東清鉄道 南満州支線（長春〜旅順）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・南樺太割譲（北緯 50 度以内）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・沿海州漁業権	
 ＊賠償金なし	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （行政）関東庁	
 

	
 ＊（06） 関東都督府 → （19）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （軍事）関東軍（関東州と満鉄の警備）	
 

	
 

	
 	
 （06） 南満州鉄道 株式会社→半官半民の国策会社	
 

	
 	
 （05） 日比谷焼打ち 事件（←戒厳令）	
 

NO65 ポーツマス条約	
 早稲田（商）2009	
 誤文２つマーク  
日露戦争後のポーツマス条約に関する記述として、誤っているものを２つマークせよ。	
 

	
 １．韓国に対する日本の全面的な指導・監督権を認めさせた。◯	
 

	
 ２．ロシアが満州に持っていた鉄道利権を日本にすべて委譲させた。✖ ︎すべてではない。	
 
	
 ３．ロシアが持っていた奉天や旅順の租借権を日本に委譲させた。✖ ︎奉天でなく大連	
 
	
 ４．北緯 50 度以南の樺太と付属諸島を日本に譲渡させた。◯	
 

	
 ５．沿海州・カムチャッカでの日本の漁業権を認めさせた。◯	
 

誤文→２・３	
 

授業テキストで確認！	
 

	
 

（1906）西園寺公望（1906） 日本社会党 ＝初の合法的社会主義政党→（07）禁止	
 

	
 	
 	
 〈政友会総裁・公家〉	
 

	
 	
 	
 	
 政友会の積極政策	
 → 鉄道国有法 ＊国有（９割）＞民営	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ←（08） 赤旗 事件→堺利彦・大杉栄・荒畑寒村ら検挙＊盲点注意	
 

（1908）桂Ⅱ	
 	
 	
 （1910） 韓国併合 条約→朝鮮植民地化	
 ＊朝鮮総督府（ 寺内正毅 ）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ✖ ︎ 大逆 事件→幸徳秋水（アナーキスト）・管野スガら 12 名処刑 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 “冬の時代”（『火の柱』木下尚江）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・徳富蘆花→『謀叛論』	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 ・石川啄木『時代閉塞の状況』	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊国家批判	
 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Pain is inevitable Suffering is optional	
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 ＊社会批判を失った自然主義の現状を批判	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・永井荷風→“戯作者宣言”→耽美主義	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （1911）	
 特別高等警察（警視庁に設置）→（28）全国に設置	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 工場法（12 歳・12 時間・15 人以上の工場）→（16）実施	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 新日米通商航海条約→関税自主権完全回復	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈外相小村寿太郎〉	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

《大正期（1912〜26）の歴史》＊まとめ	
 

1911	
 西園寺Ⅱ	
 1912	
 	
 明治天皇死去→大正	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 陸軍の 二個師団増設 要求を拒否（財政難が理由）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 	
 朝鮮支配／辛亥革命	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 陸相 上原勇作 辞職→倒閣（←軍部大臣現役武官制）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 単独で 帷幄上奏 し陸相辞任	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 陸軍二個師団増設問題	
 

1912	
 桂Ⅱ	
 	
 	
 	
 ＊内大臣から組閣→“宮中・府中の別”を乱すと批判	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ┗天皇を補弼	
 

	
 	
 	
 	
 	
 1912〜3	
 第一次護憲運動	
 “閥族打破・憲政擁護”	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  尾崎行雄 （立憲政友会）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊交詢社（慶応・立憲改進党）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  犬養 毅 （立憲国民党）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 1913	
 	
 桂→ 立憲同志会 （桂派官僚＋国民党反犬養派）→御用政党化	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 数万の民衆の議会包囲→桂退陣（55 日で退陣）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 元老山県→寺内を推す	
 ←13	
 大正政変 	
 

1913	
  山本権兵衛 ＊準政党内閣的性格（政友会→内相原敬）	
 

	
 	
 〈海軍薩摩閥〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1913	
  軍部大臣現役武官制 廃止	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ┗予備役・後備役も可能に	
 	
 山県Ⅱの政策改変	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  文官任用令 再改正	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ←14	
  ジーメンス 事件……海軍高官の汚職で辞任	
 

	
 

1914	
  大隈	
 Ⅱ	
 1914	
 第一次世界大戦	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 《原因》	
 英独の対立＝帝国主義列強間の対立	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊独の３B 政策（ベリリン→ビザンティウム→バクダッ

ト）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊英の３C政策（カイロ→ケープタウン→カルカッタ）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊三国同盟	
 	
 	
 	
 	
 	
 三国協商	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈独・墺・伊〉	
 	
 	
 〈英・仏・露〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊バルカン問題	
 パン＝ゲルマン主義⇄パン＝スラブ主義	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〈独・墺〉	
 	
 	
 	
 〈露・セルビア〉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 《発端》1914 サラエボ事件（セルビア青年→オーストリア皇太子を暗殺）	
 

	
 《参戦》	
 対独参戦（目的） 中国進出 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （口実） 日英同盟 の誼	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 → 

青 島  ・  南 洋 諸

島 占領	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Pain is inevitable Suffering is optional	
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 1915	
 	
 対華二十一カ条要求→ 袁世凱 政権	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ① 山東省 のドイツ利権継承 
	
 	
 	
 	
 	
 ② 南満州 鉄道及び 東部内蒙古 

	
 	
 	
 	
 	
 ③ 福建省 の他国への不割譲を再確認 
	
 	
 	
 	
 	
 ④日中 合弁 事業の承認 
	
 	
 	
 	
 	
 ⑤中国政府顧問として 日本人 を雇用→⑤は中国が拒否 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑ 
	
 	
 	
 1916	
 第四次 日露協約 ……極東の特殊権益の相互承認 
	
 	
 	
 ←16	
 元老の圧迫（大隈内閣✖ ︎） 
1916	
  寺内正毅 1917〜8	
  西原借款 （１億 4500万）→ 段祺瑞 政権 
《目的》・中国での権益拡大→資本輸出→ 在華紡 （三井＝政友会） 
	
 	
 	
  ・中国の内乱助長（北京政府	
 	
 	
 	
 広東政府） 
1917	
 金輸出再禁止→国際金本位制離脱 
	
 	
  石井・ランシング	
 協定（日米） 
	
 	
 	
 〈中国の領土保全・門戸開放・機会均等〉 
 
加藤高明の報告文書 早稲田（商）2010 
加藤高明の報告文書の第一次世界大戦に参戦するに至った理由を２つ選べ。 
	
 １．袁世凱没後、中国は混乱しているので、これを鎮める絶好の機会だ。 
	
 ２．ロシア革命の余波が満州に及んでおり、わが国も大陸に防波堤を築くべきである。 
	
 ３．ドイツは九州沿岸にも進出し、わが国の対外貿易をも妨げているので追っ払うべき 
	
 	
 	
 だ。 
	
 ４．日英同盟の情宜からいって、これを助けるのが正常だ。 
	
 ５．三国干渉でドイツにひどい目にあったので、それに報いるいい機会だ。 

正解→４・５ 
加藤高明の報告文	
 早稲田（政経）  
「…日本は今日同盟条約の義務に依って参戦せねばならぬ立場には居ない。条文の規定が

日本の参戦を命令するような事態は、今日のところでは未だ発生しては居ない。ただ、一

つは（	
 ①	
 ）からの依頼に基づく同盟の情宜と、一つは帝国が此機会に独逸の根拠地を

東洋から一掃して、国際法上に一段と地位を高める利益と、この二点から②参戦を断行す

るのが機宜の良策と信ずる」史料	
 ①の国と②の人物名が出た（早稲田）政経。 
①→イギリス	
 	
 	
 	
 ②→	
 加藤高明	
 	
 	
 	
  
	
 


